
三
月
九
日
、
第
十
一
回
口

頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
南
労
会
と
裁
判
所

が
一
体
と
な
っ
た
早
期
結
審

―
不
当
判
決
路
線
を
押
し
返

す
べ
く
闘
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ご
支
援
の
お
陰
で
確
実
に
前

進
し
て
き
ま
し
た
。
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

◆◆◆◆
合合合合
議議議議
へへへへ
のののの
移移移移
行行行行
をををを
上上上上
申申申申

組
合
は
こ
の
裁
判
に
つ
い

て
峯
金
裁
判
官
ひ
と
り
の
手

に
は
負
え
な
い
と
考
え
て
き

ま
し
た
。
請
求
額
の
大
き
さ
、

事
件
の
長
い
経
過
、
労
働
法

制
に
対
す
る
し
っ
か
り
し
た

認
識
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

等
、
考
え
れ
ば
単
独
裁
判
と

な
っ
て
い
る
事
は
全
く
非
常

識
、
無
責
任
で
す
。

組
合
は
三
月
八
日
、
合
議

（
裁
判
官
三
人
体
制
）
へ
移

行
す
る
よ
う
上
申
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆
合合合合
議議議議
にににに
せせせせ
よよよよ
とととと
ビビビビ
ララララ
まままま
きききき

当
日
は
港
合
同
の
仲
間
や

和
田
さ
ん
の
応
援
を
え
て
、

早
朝
か
ら
裁
判
所
前
で
「
南

労
会
裁
判
は
重
大
事
件
。
合

議
に
移
行
せ
よ
」
と
訴
え
ま

し
た
。

ひ
き
続
く
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
前
ビ
ラ
ま
き
に
は
冷

た
い
雨
の
中
、
協
同
シ
ャ
フ

ト
の
仲
間
お
二
人
が
駆
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆
佐佐佐佐
藤藤藤藤
昭昭昭昭
夫夫夫夫
名名名名
誉誉誉誉
教教教教
授授授授

意意意意
見見見見
書書書書
提提提提
出出出出

弁
論
に
は
十
名
の
原
告
と

傍
聴
席
を
埋
め
る
支
援
者
が

結
集
。
労
働
法
学
者
・
佐
藤

昭
夫
名
誉
教
授
の
意
見
書
も

提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

末
出
さ
れ
た
中
労
委
命
令
に

基
づ
き
、
十
三
回
の
未
払
い

一
時
金
に
つ
い
て
二
億
六
千

万
円
の
予
備
的
請
求
を
提
出
。

川
口
書
記
長
が
口
頭
で
の

陳
述
も
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆◆
拙拙拙拙
速速速速
進進進進
行行行行
にににに
ブブブブ
レレレレ
ーーーー
キキキキ

法
廷
の
雰
囲
気
に
変
化
を

感
じ
ま
し
た
。
組
合
側
の
攻

勢
に
南
労
会
側
弁
護
士
は
大

不
機
嫌
。
「
早
く
証
人
調
べ

に
入
れ
」
と
裁
判
官
を
せ
っ

つ
き
ま
し
た
が
、
彼
女
は
証

人
申
請
を
せ
か
す
こ
と
は
せ

ず
、
組
合
側
に
引
き
つ
づ
き

準
備
書
面
の
提
出
を
確
認
し

ま
し
た
。
が
、
最
後
に
合
議

へ
の
移
行
は
拒
否
。

拙
速
進
行
に
一
定
の
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
っ
た
事
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
勝
利
判
決
を

か
ち
と
る
た
め
に
、
さ
ら
に

大
衆
行
動
と
社
会
へ
の
ア
ッ

ピ
ー
ル
を
重
ね
、
奮
闘
し
ま

す
。
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告報
松
浦
診
療
所
の
閉
鎖

を
許
さ
ん
ぞ
！

若
杉
・
松
浦
は
労
働

者
・
患
者
に
内
紛
の

ツ
ケ
を
ま
わ
す
な
！

長
期
争
議
の
責
任
を

と
ら
せ
る
ぞ
！

六
億
六
千
万
円
損
賠

裁

判

報

告



◆◆◆◆
半半半半
日日日日
行行行行
動動動動
へへへへ
のののの
ごごごご
結結結結
集集集集
をををを
！！！！

次
回
の
口
頭
弁
論
は
四
月

二
七
日
で
す
。
昼
か
ら
の
半

日
行
動
を
行
い
ま
す
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）
。
平
日
の
昼
間
で

恐
縮
で
す
が
、
ご
結
集
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
橋橋橋橋
下下下下
のののの
団団団団
結結結結
権権権権
破破破破
壊壊壊壊
をををを

許許許許
すすすす
なななな
！！！！

南南南南
労労労労
会会会会
闘闘闘闘
争争争争
勝勝勝勝
利利利利

二
七
日
の
市
役
所
前
・
中

之
島
公
園
で
の
集
会
は
橋
下

弾
劾
の
意
思
表
示
で
も
あ
り

ま
す
。
「
維
新
の
会
」
の
公

務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
テ
コ
と

し
た
団
結
権
破
壊
と
組
合
つ

ぶ
し
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
南

労
会
闘
争
の
意
義
は
一
段
と

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
正
に
こ

れ
と
同
じ
攻
撃
を
南
労
会
・

若
杉
は
二
〇
年
間
続
け
て
き

た
の
で
す
。

橋
下
が
団
結
権
破
壊
を
社

会
の
隅
々
に
ま
で
浸

透
さ
せ
る
の
か
、
労

働
者
の
反
撃
で
団
結

権
を
復
権
す
る
の
か

―
分
か
れ
道
の
今
、

南
労
会
闘
争
を
さ
ら

に
力
強
く
闘
い
抜
い

て
い
く
決
意
で
す
。

◆◆◆◆
三三三三
月月月月
閉閉閉閉
鎖鎖鎖鎖
をををを
阻阻阻阻
止止止止

口
先
で
ど
う
語
ろ
う
が
、

若
杉
が
松
浦
診
療
所
閉
鎖
の

腹
を
も
っ
て
、
縮
小
・
転
勤

攻
撃
を
か
け
て
き
た
事
は
事

実
。
支
部
は
こ
れ
と
対
決
し

て
闘
い
抜
き
、
三
月
閉
鎖
を

阻
止
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆
全全全全
経経経経
営営営営
資資資資
料料料料
をををを
開開開開
示示示示
せせせせ
よよよよ

二
月
二
七
日
よ
う
や
く
春

闘
第
一
回
団
交
に
応
じ
た
若

杉
。
大
き
な
マ
ス
ク
を
し
て

現
れ
、
例
に
よ
っ
て
全
て
ゼ

ロ
回
答
。
検
察
に
係
属
し
た

十
二
回
の
一
時
金
未
払
に
関

し
て
も
従
前
と
同
様
の
対
応
。

歯
科
衛
生
士
の
Ｓ
組
合
員
の

紀
和
病
院
へ
の
転
勤
、
看
護

師
の
Ｋ
組
合
員
の
配
転
を
に

お
わ
せ
、
次
の
団
交
日
時
の

設
定
も
拒
否
し
て
逃
亡
。

組
合
は
全
経
営
資
料
と
労

働
条
件
不
利
益
変
更
に
つ
な

が
る
経
営
方
針
の
開
示
と
協

議
を
要
求
。
支
部
組
合
員
の

闘
い
の
力
で
新
た
な
攻
撃
を

阻
止
し
、
春
闘
要
求
実
現
―

争
議
勝
利
に
む
け
て
奮
闘
し

よ
う
！

「
南
労
会
を
起
訴
せ
よ
！
」

と
の
組
合
の
申
入
れ
、
お
よ

び
佐
藤
昭
夫
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
の
請
願
か
ら
間
も
な

く
、
検
察
は
組
合
か
ら
事
情

聴
取
を
行
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
担
当
の
中
田
検
事
は
何

と
三
月
三
〇
日
付
で
不
起
訴

処
分
を
決
定
し
、
直
後
異
動
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新
た
な
転
勤
攻
撃

許

さ

ん

ぞ

協同シャフトの大西顧
問(上)と藤田副委員長
(右)。かなりの雨でし
たのに銀行前ビラまき
に駆けつけて下さった！
感謝です。

検
察
の
不
起
訴
処
分

徹

底

弾

劾

！

次

回

四

月

二

七

日

集
会
デ
モ
で
闘
う
ぞ



し
た
の
で
す
。
労
働
犯
罪
の

張
本
人
を
無
罪
放
免
と
は
正

に
組
織
ぐ
る
み
の
権
力
犯
罪

以
外
の
何
物
で
も
な
い
！

若
杉
が
こ
れ
で
す
り
抜
け

ら
れ
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違

い
で
す
。
不
起
訴
処
分
を
徹

底
弾
劾
し
、
様
々
な
手
段
を

駆
使
し
て
刑
事
罰
責
任
を
追

及
す
る
ぞ
！

三
月
二
八
日
、
中
労
委
勝

利
命
令
（
二
月
十
五
日
付
）

が
送
達
さ
れ
ま
し
た
。
九
九

年
、
若
杉
自
ら
が
職
務
職
能

給
賃
金
体
系
を
強
行
導
入
し

な
が
ら
、
規
定
ど
お
り
の
昇

格
昇
給
を
組
合
員
に
対
し
て

実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い

う
賃
金
差
別
事
件

で
す
。
初
審
は
全

部
救
済
で
し
た
が

南
労
会
が
従
わ
ず

に
再
審
査
を
申
立

て
て
い
ま
し
た
。

中
労
委
は
そ
れ
を

全
面
棄
却
し
遡
っ

て
昇
給
を
行
い
、

年
五
分
の
利
息
を

つ
け
て
支
払
え
と

命
じ
ま
し
た
。

基
本
給
が
数
万

円
も
差
別
さ
れ
て

き
た
組
合
員
。
過

去
分
の
支
払
い
と

基
本
給
是
正
の
た

め
に
奮
闘
し
よ
う
。
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中

労

委

勝

利

命

令

昇
格
昇
給
差
別
事
件

南労会闘争 裁判・労働委員会・行動など

★４月18日(水) 8時10分 大阪地検 抗議ビラまき←ご支援よろしく！
４月16日(火)13時半 行政訴訟 大野執行委員解雇事件/三役解雇事件 東京地裁

４月25日(水)11時～ 行政訴訟 99年勤務時間変更・賃金未払い事件 東京地裁

５月10日(木)13時半～ 行政訴訟 石原副委員長解雇事件・控訴審 東京高裁

組合員への賃金未払いに対する６億６千万円損害賠償請求裁判

４月27日(金)
◆裁判所前ビラまき情宣 12時～13時

◆集会とデモ 14時15分～15時45分時 市役所前中之島公園（女神像前）

☆デモは三菱ＵＦＪ銀行を通り裁判所周辺で解散予定☆

◆第12回口頭弁論 16時半～ 610号法廷 (原告代表が陳述)

追

悼

大
和
田
事
務
局
長
が
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の

最
後
ま
で
南
労
会
闘
争
へ

言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
ご
指
導

と
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。

報
い
る
勝
利
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
ま
ま
永
久
の

別
れ
を
迎
え
て
し
ま
い
、

悔
や
み
き
れ
な
い
想
い
は

募
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
無
念
、
口
惜
し
さ
、

申
し
訳
な
さ
を
、
怒
り
と

知
恵
と
力
に
か
え
、
執
念

を
燃
や
し
て
闘
い
抜
き
ま

す
。
組
合
員
ひ
と
り
ひ
と

り
の
自
覚
と
決
意
、
各
々

が
持
て
る
力
を
十
全
に
発

揮
し
、
有
効
に
結
び
あ
い
、

機
を
逃
さ
ず
闘
い
ぬ
け
る

闘
争
体
制
こ
そ
必
須
課
題

で
す
。
一
日
も
早
く
ご
霊

前
に
勝
利
の
美
酒
を
捧
げ

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
港

合
同
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
勝
利
の
二
文
字
を
記
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
見
届
け
て

下
さ
い
。

南
労
会
支
部


